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本稿の目的は、T 大学大学院文学研究科・文学部文化人類学研究室主任教授 NI 先
生の還暦祝いを事例として、現代日本社会における大学教員の還暦祝いとはどのよ
うなものかを明らかにすることである。 
2018 年 5 月 4 日、NI 先生は還暦を迎えた。T 大学の文化人類学研究室では、NI
先生への日頃の感謝を込めて、研究助手の B 氏を中心に NI 先生の還暦祝いを開催
することが決定した。同年 5 月 19 日、現在 T 大学文化人類学研究室に在籍してい























1958 年宮城県生まれの NI 先生は、「人間の全てを知りたいと思い、高校時代に
今の専門に憧れた」(東北大学大学院文学研究科・文学部 n.d.)と言った。NI 先生は
1982 年に T 大学文学部を卒業した後、さらに 1991 年米国 M 大学大学院博士課程
を修了し、翌年に博士号を取得した。その後、1991 年 4 月に T 大学文学部講師に
着任し、助教授を経て、2004 年 4 月より現在まで教授を務めてきた。NI 先生は、
台湾を中心とした東アジア研究を行っており、1986～1989年まで訪問学員として、
台湾で 3 年間生活を送りながら、フィールドワークをしていた。また日本での生活
を通して、NI 先生は夫婦別姓、セクハラや DV の被害者支援、障害者の自立生活運
動、定住外国人のサポート等、様々な社会運動に関わってきた。 
NI 先生が勤めている T 大学は、1907 年に創立された宮城県 S 市にある国立大学
である。T 大学文学部では、学部 1 年生が全学教育科目を履修し、入門的授業を通
じて専門分野に触れる。そして学部 2 年次に 25 専攻あるうちの 1 つから自分の専
攻を決め、研究室に所属して本格的に研究を進めていく。 
NI 先生が所属している文化人類学研究室は 1993 年 4 月に独立専攻として設立さ
れた。私たちが調査を行った当時（2018 年 5 月）、T 大学文化人類学研究室の所属
学生は学部生 40 名、研究生 5 名、大学院生 16 名で、教員は NI 先生と A 先生の 2
名で構成されている。文化人類学研究室の研究助手は大学院博士課程 3 年の B 氏が
務めている。 
A 先生は 1998 年 T 大学文学部を卒業後、2007 年に T 大学文学研究科で博士学
位を取得し、K 博物館機関研究員を経て、2010 年より現職にある。A 先生は東アジ
ア、特に中国における家族親族、宗教、移動について研究を行っている。 
ここで事例として取り上げるのは、2018 年 5 月 19 日に行われた T 大学教授であ
る NI 先生の還暦祝いの事例である。祝い場所の予約、出欠確認などの還暦祝いを
中心的に企画し担当したのは B 氏であった。 
 




3. 理論的背景  
 
(1)通過儀礼 





















































4. NI 先生の還暦祝い 
 
(1)準備段階 
NI 先生が 2018 年 5 月 4 日に還暦を迎えるにあたって、還暦祝いの開催について
考えはじめたのは、A 先生と B 氏だった。B 氏によれば、退官論集の作成とともに
昨年度から構想が始まっていたという。2018 年 2 月 1 日には、B 氏が SNS で NI
先生の還暦祝い祝いのために SNS のグループを作った。最終的には在学生や卒業




生をはじめとする計 95 名のメンバーがそれに参加した。この SNS グループの存在
も、NI 先生本人には祝いが終わるまで存在を伝えなかった。それは、還暦祝いをサ
プライズで行うほうが NI 先生に喜んでもらえるだろうという意図によると B 氏は
言っていた。 








ような中で、NI 先生が SNS でしばしば自宅で洋食を作った様子を投稿しているこ
とから、イタリア料理の T 店を検討し始めたという。卒業生が結婚式の二次会に使
用した際に雰囲気が良かったという A 先生の助言があり、この店が選ばれた。1 人
分の予算は 5500 円であった。2018 年 5 月 7 日に、博士 1 年の D 氏と博士 2 年の
E 氏がプレゼント係に任命され、プレゼントの購入にあたった。研究室にしまわれ





2018 年 5 月 19 日、つまり NI 先生の還暦祝いの当日に、意図して第 165 回の T
大学人類学談話会が開催された。この日の流れは、午後から T 大学において談話会
が行われ、その夜に懇親会及び NI 先生の還暦祝いが開催されたという。T 大学文
化人類学研究室のホームページによれば、T 大学人類学談話会とは、T 地区の人類
学研究を活発にしようと、T 大学文化人類学研究室初代教授の F 先生を含めた 5 人
の教授が発起人となり、1976 年より開催されている研究会である(東北大 文化人類
学研究室 2008)。1987 年からは日本文化人類学会の T 地区研究懇談会と承認され、



















た。そして 2019 年は 25 年ぶりに T 大学で文化人類学の学会が開催されるというこ
とで、談話会のような話は主催校企画で大きく宣伝し、卒業生たちにもぜひ参加し
てほしいと NI 先生がコメントをした。その中で、5 年後の退官については、自分は
官僚じゃないから退官ではなくただの退職であると NI 先生は言っていた。 
談話会が終わってから、B 氏と修士 1 年の留学生の ZW、WJ、ZQ の 3 人が先にタ
クシーで会場に行き、会場に着いてから、参加費の徴収などの準備や来場者の受付
を担当した。また、その間に修士 2 年の H 氏はちゃんちゃんこを研究室から会場に
持って行った。 
 
 (2) 乾杯の挨拶から結びの挨拶まで 
祝いは S 市の中心部にあるイタリア料理店 T で開催された。その店は普段から結
婚式の二次会など貸切でも使用されている。店の中には、イタリアの写真や地図な
どが飾られ、ジャズ風の BGM が流れていた。料理はパーティーコースであり、飲
み放題とマイク 2 本の貸し出しも含まれていた。料理には、フォカッチャ、前菜 8
種盛り合わせ、季節の温菜、魚介のトマトソースパスタ、パルミジャーノチーズの





算、二次会の予約などの庶務は B 氏がついた。 
祝いの受付は午後 6 時から始まった。参加者は会場に着いてから、まず受付に参
加費を払い、乾杯用のドリンクを注文した。当日の参加者は 68 人であった。NI 先
生は受付開始から約 30 分後に会場に着いた。彼の参加費は同窓会の会費から出さ
れたと B 氏は言う。参加者が 9 割ぐらい来場した時点で、B 氏が皆に声をかけ、祝
いが始まった。始めに第 1 期生の院生でもあった I 先生による挨拶があった。そし
て J 先生が「乾杯」の音頭をとり、NI 先生に「おめでとうございます」と言った。
その後、参加者はいくつかのグループに分かれて、談笑しながら食事を楽しんでい
た。 
開始から約 30 分後、B 氏がまた声をかけ、皆の注目を集めた。そして在籍の学部
生の K 氏が NI 先生に赤いちゃんちゃんこと頭巾を渡した。そしてプレゼント係の
D 氏が NI 先生にプレゼント（カフスとタイピン）を渡した。2 人が互いにお辞儀を
した後、NI 先生はプレゼントを開けずにそのまま持って皆に見せた。その後、E 氏
が NI 先生に花束を渡した。 
次は NI 先生による挨拶であった。その時、D 氏が代わりに花束とプレゼントを
持っていた。挨拶は「死」に関する話から始まった。NI 先生より 3 歳年上の T 大学






った。また、来年から年号が変わるため、61 歳で 3 つ目の年号を迎えることを楽し
みにしているとも言った。その後 NI 先生は、今年を入れてあと 6 年後の研究室創
立 30 周年の時に、ちょうど定年を迎えると言った。定年後は A 先生に引き継いて
いただくと言って、最後は「本日は本当にありがとうございます」とみんなに感謝
した。 
最後に B 氏が NI 先生の持参した 2 本のワインを皆に紹介してから、NI 先生がそ


















最後は第 1 期の学部生でもあった N 氏による挨拶の予定であったが、「僕は言い
たいことが一杯あるのですけれど、学会とかで話すことがいくらでもあるので、も
うちょっと違うタイプの人に言ってもらおう」と N 氏は言いつつ、最後の挨拶を O
氏に任せた。なぜ O 氏かというと、それは文化人類研究室のできた時に NI 先生が
34 歳であり、O 氏もちょうど 34 歳であるということと、研究室恋愛のすえに結婚
したということが関係している。O 氏の夫の M 氏は 2005 年の卒業生であり、現在
T 大学の職員として働いている。O 氏は研究室二代目の教授であった C 先生の退官
記念祝いの日に入籍した。彼女は夫の苗字を名乗っているが、NI 先生の還暦祝いの
場では、ずっと旧姓で呼ばれていた。O 氏の挨拶では、まず彼女が学部生だった時
の N 氏と A 先生に関する話がされた。そして自分が 30 代という年齢でもう精一杯
だと感じているが、NI 先生の話を聞いたら 30 代がまだまだいける年齢だというふ
うに思ったと O 氏は言っていた。その後 B 氏が来場者に二次会の出欠確認を行い、
受付係の 2 人が店側と会計を確認した。会場を出る前に、NI 先生がちゃんちゃんこ
を脱いだ。 
その後の二次会は会場から徒歩 5 分ぐらいの居酒屋で行った。 
 






































年 4 月に T 大学講師に着任し、2004 年から同大学の教授を務め、2023 年で定年退
職を迎える予定である。ここで注意しておきたいのは、近年では還暦祝いを経たあ
とに数年間働くことも珍しくなく、本事例もその例外ではないということである。
60 歳から定年退職（NI 先生の場合は 65 歳）までの 5 年間は、老年期の入り口に立
ちつつも仕事はまだ続けるという、いわば「老人であるが老人ではない」状態であ
るため、「退職後の生活に移行するための過渡期」として考えることができる。こ






































ず、還暦祝いで NI 先生が身に着けた赤いちゃんちゃんこは、前任の C 先生が還暦








選ばれたと考えられる。このプレゼントは、少なくとも NI 先生が退官するまでの 5
年間は使うことができるだろう。つまり、参加者は NI 先生が「分離」するとは認識
しておらず、こうした側面からもこの還暦祝いは通過儀礼とは言い難い。 
最後に、先生が持参したワインについてである。2 本のワインは NI 先生が生まれ
























この考え方の弱点は、60 歳から 65 歳までの教員生活がリミナルであると断言で
きるほどの証拠がないことである。ファン＝ヘネップが述べるイニシエーションに








































2007 年 10 月 8 日。 
2008 「市川市が「還暦式」―第 2 の人生 道案内 来月 26 日」『朝日新聞』
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